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	大 項 目
	【電子掲示板・チャット】

	小 項 目
	不適切な書込み（学校裏サイト）

	タイトル
	学校裏サイト

	主な対象
	中学校

	ね ら い
	電子掲示板に書き込むときのマナーを理解させる

	作成の意図
	「学校裏サイト」は、児童生徒や卒業生が、学校の公式サイトとは別に、同じ学校に通う児童生徒間、または卒業生同士での交流や情報交換を目的に立ち上げた非公式なサイトである。保護者や教師に知られることのないコミュニケーションの場として使われることが多く、心ない者が、匿名性を悪用して、特定の児童生徒をひぼう・中傷したり、他の児童生徒の画像を勝手に公開したりすることもある。そして、これら「学校裏サイト」のURL（インターネット上にある、情報が保存されている場所を指定する表記。インターネット上の住所表示）は、子ども同士の口コミで広まっており、携帯電話でしかアクセスできないものも多く、発見されにくい。
そこで、このコンテンツを利用して、学校裏サイトについて考えさせるとともに掲示板に書き込む時のマナーについて理解させたい。

	指導内容
	・　学校裏サイトでは、法律やマナーに違反した書込みが行われる場合があることや他人のひぼう・中傷等を行う行為が犯罪になることがあること
・　自分や友だちがひぼう・中傷の被害に遭ったときの対応の仕方を知ること
・　電子掲示板等に書き込むときのマナーを理解すること

	展　　開
	マナーについての学習を行うことを伝え、最初は「学校裏サイト」については伏せておく。

1枚目の絵
①　絵を示し、「放課後の教室」から連想できるものを自由に発表させる。生徒の反応から、学校裏サイトの認知状況をつかむ。
2枚目の絵

②　学校裏サイトをイメージできる絵を見せ、自分ならどんなことを書くか、どんなことが書いてあると思うか発表させる。
③　学校裏サイトに、自分のことだと思われる記述があったら、どう感じるかを発表させる。
④　学校裏サイトに、友だちのことだと思われる記述があったら、どう行動するか発表させる。
3枚目の絵

⑤　相手をひぼう・中傷した書込みが刑法に触れる犯罪であることを知らせ、実際は書込みをした者を調べることは可能であることを知らせる。
4枚目の絵

⑥　電子掲示板に書き込むときのマナーをまとめ、理解させる。


コンテンツ４枚
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	絵を示し、「放課後の教室」が何を意味しているかを聞き、連想できるものを自由に発表させる。生徒の反応から、学校裏サイトの認知状況をつかむ。
多くの生徒からすぐに「学校裏サイト」という回答がある場合は、認知度も高いと思われる。

※　以前は、放課後の教室で行われていたおしゃべりなどが、最近ではインターネット上の電子メール・掲示板・チャットなどで行われている。この状況が「放課後の教室」と呼ばれている。
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	架空の学校の裏サイトの書込みと、携帯電話を示す。

・　自分ならどんなことを書くか、どんなことが書いてあると思うか発表させる。
・　学校裏サイトに、自分のことだと思われる記述があったら、どう感じるか発表させる。

・　学校裏サイトに、友だちのことだと思われる記述があったら、どう行動するか発表させる。
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	相手をひぼう・中傷した書込みが刑法に触れる犯罪であることを知らせるとともに、プロバイダがインターネットの利用記録を管理しており、犯罪性のある場合、警察の捜査によって書き込んだ者が特定できることを説明する。
もし、被害にあったら、内容を保存したり写真に撮ったりするなどして、記録を残しておくことと、すぐに保護者や学校に相談することを強く勧める。



	
	世の中には役立つ掲示板も多く存在することを知らせ、インターネット社会においても、実社会と同じように相手の立場に立った行動が基本であることを中心に、「掲示板に書き込むときは」を示し、マナーを理解させる。。




















